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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　揺動歯車と、該揺動歯車を揺動させるクランク軸と、前記揺動歯車の軸方向一側に配置
された第１キャリヤと、前記揺動歯車の軸方向他側に配置された第２キャリヤと、前記第
１キャリヤと前記クランク軸との間に配置された第１軸受と、前記第２キャリヤと前記ク
ランク軸との間に配置された第２軸受と、前記クランク軸の前記第１キャリヤ側の端部に
設けられた入力歯車と、を備えた偏心揺動型の歯車装置において、
　前記クランク軸は、前記第２軸受が配置されるクランク軸第２軸受部と、前記揺動歯車
を揺動させる偏心体と、前記クランク軸第２軸受部と前記偏心体との間に設けられた第２
偏心体段部と、を有し、
　前記クランク軸の軸方向両側への移動を規制する移動規制手段を有し、
　該移動規制手段は、前記クランク軸の前記第２キャリヤ側の端部に設けられたクランク
軸第２溝と、該クランク軸第２溝に嵌合したクランク軸第２止め輪と、前記第２キャリヤ
に設けられたキャリヤ第２溝と、該キャリヤ第２溝に嵌合したキャリヤ第２止め輪と、を
有し、前記第２偏心体段部と前記クランク軸第２止め輪が前記第２軸受を挟み込むことで
前記クランク軸の軸方向両側への移動を規制し、
　前記クランク軸は、前記第１軸受が配置されるクランク軸第１軸受部を有し、かつ
　前記クランク軸は、該クランク軸第１軸受部と前記入力歯車との間に、前記移動規制手
段の構成要素として機能する前記クランク軸第１軸受部よりも外径が小さい小径部を有さ
ない
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　ことを特徴とする偏心揺動型の歯車装置。
【請求項２】
　揺動歯車と、該揺動歯車を揺動させるクランク軸と、前記揺動歯車の軸方向一側に配置
された第１キャリヤと、前記揺動歯車の軸方向他側に配置された第２キャリヤと、前記第
１キャリヤと前記クランク軸との間に配置された第１軸受と、前記第２キャリヤと前記ク
ランク軸との間に配置された第２軸受と、前記クランク軸の前記第１キャリヤ側の端部に
設けられた入力歯車と、を備えた偏心揺動型の歯車装置において、
　前記クランク軸の軸方向両側への移動を規制する移動規制手段を有し、
　該移動規制手段は、前記クランク軸の前記第２キャリヤ側の端部に設けられたクランク
軸第２溝と、該クランク軸第２溝に嵌合したクランク軸第２止め輪と、前記第２キャリヤ
に設けられたキャリヤ第２溝と、該キャリヤ第２溝に嵌合したキャリヤ第２止め輪と、を
有し、
　前記クランク軸は、前記第１軸受が配置されるクランク軸第１軸受部を有し、かつ
　前記クランク軸は、該クランク軸第１軸受部と前記入力歯車との間に、前記移動規制手
段の構成要素として機能する前記クランク軸第１軸受部よりも外径が小さい小径部を有し
ておらず、
　前記第２キャリヤは、前記第２軸受が配置されるキャリヤ第２軸受部と、該キャリヤ第
２軸受部よりも内径が大きく前記キャリヤ第２止め輪が配置されるキャリヤ第２大径部と
、前記キャリヤ第２軸受部と前記キャリヤ第２大径部との間に設けられるキャリヤ第２段
部と、を有し、
　前記クランク軸は、前記第２軸受が配置されるクランク軸第２軸受部と、該クランク軸
第２軸受部よりも外径が小さく前記クランク軸第２止め輪が配置されるクランク軸第２小
径部と、前記クランク軸第２軸受部と前記クランク軸第２小径部との間に設けられるクラ
ンク軸第２段部と、を有し、
　前記移動規制手段は、前記クランク軸第２止め輪と前記クランク軸第２段部との間、お
よび前記キャリヤ第２止め輪と前記キャリヤ第２段部との間に跨がって配置される第２リ
ング部材を有する
　ことを特徴とする偏心揺動型の歯車装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の偏心揺動型の歯車装置において、
　前記第１軸受は、専用の第１外輪および第１内輪を有し、
　前記第２軸受は、専用の第２外輪および第２内輪を有し、
　前記移動規制手段は、さらに、前記第１キャリヤに設けられたキャリヤ第１溝と、該キ
ャリヤ第１溝に嵌合したキャリヤ第１止め輪とを有し、
　前記クランク軸第２止め輪が、前記第２内輪と対向し、
　前記キャリヤ第１止め輪が、前記第１外輪と対向し、
　前記キャリヤ第２止め輪が、前記第２外輪と対向する
　ことを特徴とする偏心揺動型の歯車装置。
【請求項４】
　揺動歯車と、該揺動歯車を揺動させるクランク軸と、前記揺動歯車の軸方向一側に配置
された第１キャリヤと、前記揺動歯車の軸方向他側に配置された第２キャリヤと、前記第
１キャリヤと前記クランク軸との間に配置された第１軸受と、前記第２キャリヤと前記ク
ランク軸との間に配置された第２軸受と、前記クランク軸の前記第１キャリヤ側の端部に
設けられた入力歯車と、を備えた偏心揺動型の歯車装置において、
　前記クランク軸の軸方向両側への移動を規制する移動規制手段を有し、
　該移動規制手段は、前記クランク軸の前記第２キャリヤ側の端部に設けられたクランク
軸第２溝と、該クランク軸第２溝に嵌合したクランク軸第２止め輪と、前記第２キャリヤ
に設けられたキャリヤ第２溝と、該キャリヤ第２溝に嵌合したキャリヤ第２止め輪と、を
有し、
　前記クランク軸は、前記第１軸受が配置されるクランク軸第１軸受部を有し、かつ
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　前記クランク軸は、該クランク軸第１軸受部と前記入力歯車との間に、前記移動規制手
段の構成要素として機能する前記クランク軸第１軸受部よりも外径が小さい小径部を有し
ておらず、
　前記第１キャリヤは、前記第１軸受が配置されるキャリヤ第１軸受部と、該キャリヤ第
１軸受部よりも内径が大きいキャリヤ第１大径部と、前記キャリヤ第１軸受部と前記キャ
リヤ第１大径部との間に設けられたキャリヤ第１段部と、前記キャリヤ第１大径部に設け
られたキャリヤ第１溝と、該キャリヤ第１溝に嵌合したキャリヤ第１止め輪と、を有し、
　前記キャリヤ第１止め輪と前記キャリヤ第１段部との間に、前記第１軸受と対向する第
１リング部材が配置される
　ことを特徴とする偏心揺動型の歯車装置。
【請求項５】
　請求項１～３のいずれかに記載の偏心揺動型の歯車装置において、
　前記入力歯車が、前記第１軸受側に向けて突出する突出部を有し、
　該突出部により、前記第１軸受の軸方向移動が規制される
　ことを特徴とする偏心揺動型の歯車装置。
【請求項６】
　請求項３に記載の偏心揺動型の歯車装置において、
　前記クランク軸は、前記揺動歯車を揺動させる偏心体を備え、
　該偏心体と前記揺動歯車との間に偏心軸受が配置され、
　前記第１軸受の第１内輪または第１外輪、および前記第２軸受の第２内輪または第２外
輪の少なくとも１つが、前記偏心軸受のリテーナに対向している
　ことを特徴とする偏心揺動型の歯車装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、偏心揺動型の歯車装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１に、揺動する外歯歯車が内歯歯車に内接噛合する偏心揺動型の歯車装置が開
示されている。
【０００３】
　この歯車装置は、外歯歯車を揺動させるクランク軸と、外歯歯車の軸方向一側に配置さ
れた第１キャリヤと、外歯歯車の軸方向他側に配置された第２キャリヤと、を有している
。第１キャリヤとクランク軸との間には第１軸受が配置されている。第２キャリヤとクラ
ンク軸との間には第２軸受が配置されている。クランク軸の第１キャリヤ側の端部には、
該クランク軸に動力を入力するための入力歯車が設けられている。
【０００４】
　この歯車装置では、クランク軸の第１キャリヤおよび第２キャリヤに対する軸方向の移
動を、クランク軸に形成された溝に嵌合した止め輪と、第１キャリヤおよび第２キャリヤ
に形成された溝に嵌合した止め輪とによって規制している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１４－５５６５４号公報（図１）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　この種の歯車装置において、クランク軸の強度を適正に維持するのは、重要な設計事項
の一つである。本発明は、クランク軸の外径を徒らに大きくすることなく、クランク軸の
強度をより高く維持することを、その課題としている。
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【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、揺動歯車と、該揺動歯車を揺動させるクランク軸と、前記揺動歯車の軸方向
一側に配置された第１キャリヤと、前記揺動歯車の軸方向他側に配置された第２キャリヤ
と、前記第１キャリヤと前記クランク軸との間に配置された第１軸受と、前記第２キャリ
ヤと前記クランク軸との間に配置された第２軸受と、前記クランク軸の前記第１キャリヤ
側の端部に設けられた入力歯車と、を備えた偏心揺動型の歯車装置において、前記クラン
ク軸は、前記第２軸受が配置されるクランク軸第２軸受部と、前記揺動歯車を揺動させる
偏心体と、前記クランク軸第２軸受部と前記偏心体との間に設けられた第２偏心体段部と
、を有し、前記クランク軸の軸方向両側への移動を規制する移動規制手段を有し、該移動
規制手段は、前記クランク軸の前記第２キャリヤ側の端部に設けられたクランク軸第２溝
と、該クランク軸第２溝に嵌合したクランク軸第２止め輪と、前記第２キャリヤに設けら
れたキャリヤ第２溝と、該キャリヤ第２溝に嵌合したキャリヤ第２止め輪と、を有し、前
記第２偏心体段部と前記クランク軸第２止め輪が前記第２軸受を挟み込むことで前記クラ
ンク軸の軸方向両側への移動を規制し、前記クランク軸は、前記第１軸受が配置されるク
ランク軸第１軸受部を有し、かつ前記クランク軸は、該クランク軸第１軸受部と前記入力
歯車との間に、前記移動規制手段の構成要素として機能する前記クランク軸第１軸受部よ
りも外径が小さい小径部を有さない構成とすることにより、上記課題を解決したものであ
る。
【０００８】
　クランク軸の軸方向において、第１軸受と入力歯車との間に当該クランク軸の軸方向の
移動を規制するために形成した小径部が存在すると、クランク軸の強度に大きな影響が生
じる。
【０００９】
　本発明は、この点に着目している。本発明に係るクランク軸は、軸方向移動を規制する
ために、第１軸受の配置部より小さな外径とする小径部を、第１軸受と入力歯車との間に
有さない。このため、クランク軸の強度をより高く維持することができる。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、クランク軸の外径を徒らに大きくすることなく、クランク軸の強度を
より高く維持することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施形態に係る偏心揺動型の歯車装置の一例を示す全体断面図
【図２】図１の要部拡大断面図
【図３】本発明の他の実施形態に係る偏心揺動型の歯車装置の例を示す図２相当の断面図
【図４】本発明のさらに他の実施形態に係る偏心揺動型の歯車装置の例を示す図２相当の
断面図
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面に基づいて、本発明の実施形態の一例を詳細に説明する。
【００１３】
　図１は、本発明の実施形態に係る偏心揺動型の歯車装置Ｇ１の一例を示す全体断面図、
図２は、図１の要部拡大断面図である。
【００１４】
　この歯車装置Ｇ１は、揺動歯車として、第１外歯歯車１２Ａと、該第１外歯歯車１２Ａ
と軸方向に隣接して配置された第２外歯歯車１２Ｂとを有する。第１外歯歯車１２Ａおよ
び第２外歯歯車１２Ｂは、内歯歯車１６に内接噛合している。また、歯車装置Ｇ１は、第
１外歯歯車１２Ａおよび第２外歯歯車１２Ｂを揺動させるクランク軸２０と、第１外歯歯
車１２Ａおよび第２外歯歯車１２Ｂの軸方向一側に配置された第１キャリヤ３０Ａと、第
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１外歯歯車１２Ａおよび第２外歯歯車１２Ｂの軸方向他側に配置された第２キャリヤ３０
Ｂと、を有している。
【００１５】
　歯車装置Ｇ１は、内歯歯車１６に対する第１外歯歯車１２Ａおよび第２外歯歯車１２Ｂ
の相対回転を、クランク軸２０を介して第１キャリヤ３０Ａおよび第２キャリヤ３０Ｂか
ら取り出す構成とされている。
【００１６】
　以下、より具体的に説明する。
【００１７】
　先ず、歯車装置Ｇ１の概略から説明する。
【００１８】
　歯車装置Ｇ１は、第１外歯歯車１２Ａおよび第２外歯歯車１２Ｂを揺動させるクランク
軸２０を複数（この例では３本：図１では１本のみ図示）備えている。クランク軸２０は
、内歯歯車１６の軸心Ｃ１６からδ２０だけオフセットした位置に、円周方向に１２０度
の間隔で配置されている。
【００１９】
　各クランク軸２０は、第１キャリヤ３０Ａ側の端部に入力歯車５０を備えている。入力
歯車５０は、内歯歯車１６の軸心Ｃ１６の位置に配置された図示せぬ駆動源側ピニオンと
同時に噛合している。入力歯車５０の内周には駆動源側からの動力をクランク軸２０に伝
達するための内スプライン５１が形成されている。
【００２０】
　クランク軸２０のキャリヤ側の端部には、入力歯車５０の内スプライン５１と係合する
外スプライン２１、および溝７８、７９が形成されている。入力歯車５０は、当該溝７８
、７９に嵌合した止め輪８１、８２により、クランク軸２０の軸方向に沿った移動が規制
されている。
【００２１】
　各クランク軸２０には、第１外歯歯車１２Ａを揺動させる第１偏心体５２Ａと、第２外
歯歯車１２Ｂを揺動させる第２偏心体５２Ｂが一体的に形成されている（別体で構成され
た第１偏心体および第２偏心体をキーなどを介してクランク軸に連結させた構成であって
もよい）。
【００２２】
　第１偏心体５２Ａおよび第２偏心体５２Ｂは、それぞれクランク軸２０の軸心Ｃ２０に
対して偏心した軸心Ｃ５２ＡおよびＣ５２Ｂを有している。第１偏心体５２Ａと第２偏心
体５２Ｂの偏心位相差は、この例では１８０度である（互いに離反する方向に偏心してい
る）。
【００２３】
　３本のクランク軸２０は、同様の構成を有し、各クランク軸２０の軸方向同位置に形成
されている第１偏心体５２Ａ同士は、偏心位相が揃えられている。各クランク軸２０の軸
方向同位置に形成されている第２偏心体５２Ｂ同士も、偏心位相が揃えられている。
【００２４】
　第１偏心体５２Ａと第１外歯歯車１２Ａとの間には第１偏心軸受５６Ａが配置されてい
る。第２偏心体５２Ｂと第２外歯歯車１２Ｂとの間には第２偏心軸受５６Ｂが配置されて
いる。
【００２５】
　内歯歯車１６は、この歯車装置Ｇ１では、ケーシング６２と一体化された内歯歯車本体
１７と、該内歯歯車本体１７に形成されたピン溝１８に回転自在に組み込まれ該内歯歯車
１６の内歯を構成する円柱状のピン部材１９と、を有している。内歯歯車１６の歯数（ピ
ン部材１９の本数）は、第１外歯歯車１２Ａおよび第２外歯歯車１２Ｂの歯数よりも僅か
だけ（この例では１だけ）多い。
【００２６】
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　歯車装置Ｇ１のケーシング６２と第１キャリヤ３０Ａとの間には、第１主軸受７４Ａが
配置されている。ケーシング６２と第２キャリヤ３０Ｂとの間には、第２主軸受７４Ｂが
配置されている。この歯車装置Ｇ１では、第１主軸受７４Ａおよび第２主軸受７４Ｂは、
背面合わせで組み込まれたアンギュラ玉軸受で構成されている。第１主軸受７４Ａおよび
第２主軸受７４Ｂは、専用の第１主軸受外輪７４Ａ１および第２主軸受外輪７４Ｂ１を有
しているが、専用の内輪は有していない。第１主軸受７４Ａの内輪は、第１キャリヤ３０
Ａに形成されたキャリヤ第１主転走面３７Ａによって構成されている。第２主軸受７４Ｂ
の内輪は、第２キャリヤ３０Ｂに形成されたキャリヤ第２主転走面３７Ｂによって構成さ
れている。
【００２７】
　第２キャリヤ３０Ｂからは、キャリヤピン３１が第１キャリヤ３０Ａ側に突出されてい
る。キャリヤピン３１は、第１外歯歯車１２Ａおよび第２外歯歯車１２Ｂを非接触で貫通
している。第１キャリヤ３０Ａと第２キャリヤ３０Ｂは、キャリヤピン３１を介してボル
ト７６により連結・一体化されている。
【００２８】
　本歯車装置Ｇ１では、ケーシング６２に対してボルト（ボルト孔７５のみ図示）を介し
て例えばロボットの第１アーム（図示略）が連結される。第２キャリヤ３０Ｂには、ボル
ト（タップ穴３２のみ図示）を介して、例えばロボットの第２アーム（図示略）が連結さ
れる。
【００２９】
　主に、図２を参照して、第１外歯歯車１２Ａおよび第２外歯歯車１２Ｂの軸方向一側に
は、第１キャリヤ３０Ａが配置されている。第１外歯歯車１２Ａおよび第２外歯歯車１２
Ｂの軸方向他側には、第２キャリヤ３０Ｂが配置されている。第１キャリヤ３０Ａとクラ
ンク軸２０との間には第１軸受６６Ａが配置されている。第２キャリヤ３０Ｂとクランク
軸２０との間には第２軸受６６Ｂが配置されている。つまり、クランク軸２０は、第１軸
受６６Ａおよび第２軸受６６Ｂを介して第１キャリヤ３０Ａおよび第２キャリヤ３０Ｂに
支持されている。
【００３０】
　第１軸受６６Ａは、転動体としての第１ころ６６Ａ１と、該第１ころ６６Ａ１を保持す
る第１リテーナ６６Ａ２を有する。第１軸受６６Ａは、専用の内外輪を有していない。ク
ランク軸２０（のクランク軸第１軸受部２５Ａ）が第１軸受６６Ａの内輪を兼用し、第１
キャリヤ３０Ａ（のキャリヤ第１軸受部３５Ａ）が第１軸受６６Ａの外輪を兼用している
。
【００３１】
　第２軸受６６Ｂは、転動体としての第２ころ６６Ｂ１と、該第２ころ６６Ｂ１を保持す
る第２リテーナ６６Ｂ２を有する。第２軸受６６Ｂは、専用の内外輪を有していない。ク
ランク軸２０（のクランク軸第２軸受部２５Ｂ）が第２軸受６６Ｂの内輪を兼用し、第２
キャリヤ３０Ｂ（のキャリヤ第２軸受部３５Ｂ）が第２軸受６６Ｂの外輪を兼用している
。
【００３２】
　なお、第１偏心体５２Ａと第１外歯歯車１２Ａとの間に配置されている第１偏心軸受５
６Ａは、転動体としての第１偏心軸受ころ５６Ａ１と、該第１偏心軸受ころ５６Ａ１を保
持する第１偏心軸受リテーナ５６Ａ２を有する。第１偏心軸受５６Ａも、専用の内外輪を
有していない。第１偏心体５２Ａが第１偏心軸受５６Ａの内輪を兼用し、第１外歯歯車１
２Ａ（のクランク軸貫通孔１２Ａ１）が第１偏心軸受５６Ａの外輪を兼用している。
【００３３】
　第２偏心体５２Ｂと第２外歯歯車１２Ｂとの間に配置された第２偏心軸受５６Ｂも、転
動体としての第２偏心軸受ころ５６Ｂ１と、該第２偏心軸受ころ５６Ｂ１を保持する第２
偏心軸受リテーナ５６Ｂ２を有する。第２偏心軸受５６Ｂも、専用の内外輪を有していな
い。第２偏心体５２Ｂが第２偏心軸受５６Ｂの内輪を兼用し、第２外歯歯車１２Ｂ（のク
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ランク軸貫通孔１２Ｂ１）が第２偏心軸受５６Ｂの外輪を兼用している。なお、本明細書
においては、「ころ」の概念には、「ニードル」の概念が含まれる。
【００３４】
　第１軸受６６Ａの第１リテーナ６６Ａ２と第１偏心軸受５６Ａの第１偏心軸受リテーナ
５６Ａ２は、第１滑りリング７０Ａを介して当接している。第１滑りリング７０Ａは、ク
ランク軸２０の第１偏心体段部２７Ａに当接している。第１偏心軸受５６Ａの第１偏心軸
受リテーナ５６Ａ２と、第２偏心軸受５６Ｂの第２偏心軸受リテーナ５６Ｂ２は、中央滑
りリング７２を介して当接している。第２偏心軸受５６Ｂの第２偏心軸受リテーナ５６Ｂ
２と第２軸受６６Ｂの第２リテーナ６６Ｂ２は、第２滑りリング７０Ｂを介して当接して
いる。第２滑りリング７０Ｂは、クランク軸２０の第２偏心体段部２７Ｂに当接している
。
【００３５】
　ここで、クランク軸２０の軸方向の移動規制に関する構成を詳細に説明する。
【００３６】
　前述したように、クランク軸２０は、第１軸受６６Ａを介して第１キャリヤ３０Ａに支
持されると共に、第２軸受６６Ｂを介して第２キャリヤ３０Ｂに支持されている。
【００３７】
　第１キャリヤ３０Ａは、第１外歯歯車１２Ａの軸方向一側（入力歯車５０側）に位置し
、第１軸受６６Ａが配置されるキャリヤ第１軸受部３５Ａを、該第１キャリヤ３０Ａの軸
方向第１外歯歯車１２Ａ側に有している。第２キャリヤ３０Ｂは、第２外歯歯車１２Ｂの
軸方向他側（反入力歯車側）に位置し、第２軸受６６Ｂが配置されるキャリヤ第２軸受部
３５Ｂを、該第２キャリヤ３０Ｂの軸方向第２外歯歯車１２Ｂ側に有している。
【００３８】
　ここで、キャリヤ第１軸受部とは、第１軸受の外輪が第１キャリヤと対向している部位
を示す。第１軸受６６Ａが外輪を有さない本歯車装置Ｇ１のような場合には、キャリヤ第
１軸受部３５Ａは、第１軸受６６Ａの転動体である第１ころ６６Ａ１を径方向から見て第
１キャリヤ３０Ａ側に投影した部位を指す。同様に、キャリヤ第２軸受部とは、第２軸受
の外輪が第２キャリヤと対向している部位を指す。第２軸受６６Ｂが外輪を有さない本歯
車装置Ｇ１のような場合には、キャリヤ第２軸受部３５Ｂは、第２軸受６６Ｂの転動体で
ある第２ころ６６Ｂ１を径方向から見て第２キャリヤ３０Ｂ側に投影した部位を指す。
【００３９】
　一方、クランク軸２０は、キャリヤ第１軸受部３５Ａに対向する位置に、第１軸受６６
Ａが配置されるクランク軸第１軸受部２５Ａを有している。また、クランク軸２０は、キ
ャリヤ第２軸受部３５Ｂに対向する位置に、第２軸受６６Ｂが配置されるクランク軸第２
軸受部２５Ｂを有している。
【００４０】
　ここで、クランク軸第１軸受部とは、第１軸受の内輪がクランク軸と対向している部位
を指す。第１軸受６６Ａが内輪を有さない本歯車装置Ｇ１のような場合には、クランク軸
第１軸受部２５Ａは、第１軸受６６Ａの転動体である第１ころ６６Ａ１を径方向から見て
クランク軸２０側に投影した部位を指す。同様に、クランク軸第２軸受部とは、第２軸受
の内輪がクランク軸と対向している部位を指す。第２軸受６６Ｂが内輪を有さない本歯車
装置Ｇ１のような場合には、クランク軸第２軸受部２５Ｂは、第２軸受６６Ｂの転動体で
ある第２ころ６６Ｂ１を径方向から見てクランク軸２０側に投影した部位を指す。
【００４１】
　本歯車装置Ｇ１のクランク軸２０の移動規制手段は、クランク軸２０の第２キャリヤ３
０Ｂ側の端部に設けられたクランク軸第２溝２３Ｂと、該クランク軸第２溝２３Ｂに嵌合
したクランク軸第２止め輪２４Ｂを備えている。また、移動規制手段は、第２キャリヤ３
０Ｂ（の後述するキャリヤ第２大径部３８Ｂ）に設けられたキャリヤ第２溝３３Ｂと、該
キャリヤ第２溝３３Ｂに嵌合したキャリヤ第２止め輪３４Ｂを備えている。
【００４２】
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　第２キャリヤ３０Ｂは、第２軸受６６Ｂが配置される前記キャリヤ第２軸受部３５Ｂと
、キャリヤ第２止め輪３４Ｂが配置されるキャリヤ第２大径部３８Ｂと、を有している。
前記キャリヤ第２溝３３Ｂは、当該キャリヤ第２大径部３８Ｂに形成されている。
【００４３】
　キャリヤ第２大径部３８Ｂの内径（半径：以下同じ）Ｒ３８Ｂは、キャリヤ第２軸受部
３５Ｂの内径Ｒ３５Ｂよりも径差δ（３５Ｂ－３８Ｂ）だけ大きい。このため、キャリヤ
第２軸受部３５Ｂとキャリヤ第２大径部３８Ｂとの間には、当該径差δ（３５Ｂ－３８Ｂ
）のキャリヤ第２段部３６Ｂが形成されている。
【００４４】
　クランク軸２０は、第２軸受６６Ｂが配置されるクランク軸第２軸受部２５Ｂと、クラ
ンク軸第２止め輪２４Ｂが配置されるクランク軸第２小径部２８Ｂと、を有している。前
記クランク軸第２溝２３Ｂは、当該クランク軸第２小径部２８Ｂに形成されている。
【００４５】
　クランク軸第２小径部２８Ｂの外径（半径：以下同じ）ｒ２８Ｂは、クランク軸第２軸
受部２５Ｂの外径ｒ２５Ｂよりも径差δ（２５Ｂ－２８Ｂ）だけ小さい。このため、クラ
ンク軸第２軸受部２５Ｂとクランク軸第２小径部２８Ｂとの間には、径差δ（２５Ｂ－２
８Ｂ）のクランク軸第２段部２６Ｂが形成されている。
【００４６】
　そして、第２リング部材７３Ｂが、クランク軸第２止め輪２４Ｂとクランク軸第２段部
２６Ｂとの間、およびキャリヤ第２止め輪３４Ｂとキャリヤ第２段部３６Ｂとの間に跨が
って配置されている。
【００４７】
　このように、歯車装置Ｇ１では、クランク軸２０の移動規制手段の構成要素として、キ
ャリヤ第２溝３３Ｂ、キャリヤ第２止め輪３４Ｂ、キャリヤ第２段部３６Ｂ、クランク軸
第２溝２３Ｂ、クランク軸第２止め輪２４Ｂ、クランク軸第２段部２６Ｂ、および第２リ
ング部材７３Ｂを有している。
【００４８】
　一方、クランク軸２０の第１キャリヤ３０Ａ側は、前述したように、入力歯車５０を連
結するための外スプライン２１と、止め輪８１、８２が嵌合する溝７８、７９が形成され
ているのみであり、クランク軸２０の軸方向の移動規制は、軸方向両側いずれの方向につ
いても、全てクランク軸２０の第２キャリヤ３０Ｂ側で完結している。クランク軸第１軸
受部２５Ａよりも入力歯車５０側の位置（クランク軸第１軸受部２５Ａと入力歯車５０と
の間）には、移動規制手段の構成要素として機能する構成要素は一切設けられていない。
【００４９】
　換言するならば、クランク軸第１軸受部２５Ａよりも入力歯車５０側の位置（クランク
軸第１軸受部２５Ａと入力歯車５０との間）には、クランク軸２０の軸方向移動を規制す
る目的のために、クランク軸第１軸受部２５Ａよりも外径が小さく形成された小径部は存
在していない。
【００５０】
　なお、第１キャリヤ３０Ａは、第１軸受６６Ａが配置されるキャリヤ第１軸受部３５Ａ
と、該キャリヤ第１軸受部３５Ａの軸方向入力歯車５０側に設けられ該キャリヤ第１軸受
部３５Ａの内径Ｒ３５Ａよりも径差δ（３５Ａ－３８Ａ）だけ内径Ｒ３８Ａが大きいキャ
リヤ第１大径部３８Ａと、を有している。キャリヤ第１軸受部３５Ａとキャリヤ第１大径
部３８Ａとの間には、当該径差δ（３５Ａ－３８Ａ）のキャリヤ第１段部３６Ａが形成さ
れている。キャリヤ第１大径部３８Ａには、キャリヤ第１溝３３Ａが形成されている。キ
ャリヤ第１溝３３Ａには、キャリヤ第１止め輪３４Ａが嵌合されている。キャリヤ第１止
め輪３４Ａとキャリヤ第１段部３６Ａとの間には、第１軸受６６Ａと対向する第１リング
部材７３Ａが配置されている。第１リング部材７３Ａは、第１軸受６６Ａ（の第１リテー
ナ６６Ａ２）と対向し、第１軸受６６Ａの軸方向移動を規制している。
【００５１】
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　次に、本歯車装置Ｇ１の作用を説明する。先ず、歯車装置Ｇ１の動力伝達に関する作用
を簡単に説明する。
【００５２】
　内歯歯車１６の軸心Ｃ１６の位置に配置された図示せぬ駆動源側ピニオンが回転すると
、該駆動源側ピニオンと同時に噛合している３個の入力歯車５０が同一方向に同一の回転
速度で回転する。この結果、各入力歯車５０と、内スプライン５１および外スプライン２
１を介して連結されている３本のクランク軸２０が同一方向に同一の回転速度で回転する
。
【００５３】
　これにより、各クランク軸２０において位相が揃えられた第１偏心体５２Ａを介して第
１外歯歯車１２Ａが揺動回転する。また、第１偏心体５２Ａと１８０度の位相差で位相が
揃えられた第２偏心体５２Ｂを介して第２外歯歯車１２Ｂが揺動回転する。
【００５４】
　第１外歯歯車１２Ａおよび第２外歯歯車１２Ｂは、内歯歯車１６に内接噛合しており、
かつ内歯歯車１６の歯数（ピン部材１９の本数）は、第１外歯歯車１２Ａおよび第２外歯
歯車１２Ｂの歯数よりも１だけ多い。したがって、第１外歯歯車１２Ａおよび第２外歯歯
車１２Ｂは、クランク軸２０が１回回転する毎に（第１偏心体５２Ａおよび第２偏心体５
２Ｂが１回偏心回転する毎に）１回揺動し、内歯歯車１６に対して歯数差分（この歯車装
置Ｇ１では１歯分）だけ位相がずれる。
【００５５】
　この結果、第１外歯歯車１２Ａおよび第２外歯歯車１２Ｂを貫通しているクランク軸２
０が内歯歯車１６の軸心Ｃ１６の周りで公転する。この公転は、クランク軸２０を第１軸
受６６Ａおよび第２軸受６６Ｂを介して支持している第１キャリヤ３０Ａおよび第２キャ
リヤ３０Ｂに伝達される。第１キャリヤ３０Ａおよび第２キャリヤ３０Ｂが回転すると、
第２キャリヤ３０Ｂと連結されているロボットの第２アームが、ケーシング６２に連結さ
れたロボットの第１アームに対して相対回転する。
【００５６】
　ここで、クランク軸２０は、クランク軸２０の第２キャリヤ３０Ｂ側の端部に設けられ
たクランク軸第２溝２３Ｂに嵌合したクランク軸第２止め輪２４Ｂと、第２キャリヤ３０
Ｂに設けられたキャリヤ第２段部３６Ｂとによって、第２リング部材７３Ｂを介してクラ
ンク軸２０の軸方向第１キャリヤ３０Ａ側への移動が規制される。
【００５７】
　また、クランク軸２０は、クランク軸２０のクランク軸第２段部２６Ｂと、第２キャリ
ヤ３０Ｂに設けられたキャリヤ第２止め輪３４Ｂとによって、第２リング部材７３Ｂを介
して軸方向第２キャリヤ３０Ｂ側への移動が規制される。
【００５８】
　すなわち、この歯車装置Ｇ１の移動規制手段は、第２軸受６６Ｂの軸方向反第１キャリ
ヤ側に設けられた移動規制手段のみによって、軸方向両側へのクランク軸２０の移動規制
を実現している。
【００５９】
　この種の歯車装置Ｇ１のクランク軸２０には、入力歯車５０、第１軸受６６Ａ、第２軸
受６６Ｂ、第１偏心軸受５６Ａ、第２偏心軸受５６Ｂ等から様々な荷重が常時掛かる。と
りわけ、クランク軸第１軸受部２５Ａよりも入力歯車５０側の位置（クランク軸第１軸受
部２５Ａと入力歯車５０との間）は、クランク軸２０を回転させようとする入力歯車５０
側からの駆動トルクと、第１偏心軸受５６Ａおよび第２偏心軸受５６Ｂ側からの反力トル
クとによって強い捻じり応力が発生する。また、入力歯車５０は、第１軸受６６Ａから片
持ち状態で突出した部位に設けられていることから、トルク伝達や偏心揺動に対する曲げ
応力や剪断応力も、クランク軸２０の他の位置と比べてより大きく発生する傾向となる。
このため、当該クランク軸第１軸受部２５Ａよりも入力歯車５０側の位置は、クランク軸
２０の他の位置と比べて強度上より過酷な状態となる。
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【００６０】
　しかし、本歯車装置Ｇ１では、この部位に、少なくともクランク軸２０の軸方向移動を
規制する目的のために、クランク軸第１軸受部２５Ａよりも外径が小さく形成された小径
部が存在していない。そのため、その分、よりクランク軸２０の強度に優れた歯車装置Ｇ
１を得ることができる。
【００６１】
　また、本歯車装置Ｇ１では、「第１軸受６６Ａの軸方向移動を規制する」という観点に
おいて、当該クランク軸２０のクランク軸第１軸受部２５Ａよりも入力歯車５０側の位置
（クランク軸第１軸受部２５Ａと入力歯車５０との間）に、クランク軸第１軸受部２５Ａ
よりも外径が小さい小径部は一切形成されていない。つまり、本歯車装置Ｇ１では、第１
軸受６６Ａの軸方向の位置決めという観点においても、当該クランク軸第１軸受部２５Ａ
よりも入力歯車５０側の位置において強度が低下することはない。
【００６２】
　なお、「第１軸受６６Ａの軸方向移動を規制する」という構成に関しては、例えば、図
３に示されるような変形例を採用してもよい。図３に示される歯車装置Ｇ２では、入力歯
車１５０が、第１軸受６６Ａ側に向けて突出する突出部１５１を有している。突出部１５
１は、ワッシャ１５４を介して第１軸受６６Ａの第１リテーナ６６Ａ２と対向し、第１軸
受６６Ａの軸方向移動を規制している。入力歯車１５０は、ボルト１５３によってクラン
ク軸１２０の端部に固定されている。なお、その他の構成は、歯車装置Ｇ１と同一である
（図３において、図２と対応する部位に同一の符号を付している）。
【００６３】
　このような構成によっても、クランク軸１２０のクランク軸第１軸受部２５Ａよりも入
力歯車１５０側の位置（クランク軸第１軸受部２５Ａと入力歯車１５０との間）に、クラ
ンク軸１２０のクランク軸第１軸受部２５Ａよりも外径が小さい小径部を一切形成するこ
となく、当該第１軸受６６Ａの軸方向移動を規制することができる。
【００６４】
　なお、「クランク軸第１軸受部よりも入力歯車側の位置（クランク軸第１軸受部２５Ａ
と入力歯車１５０との間）に、移動規制手段の構成要素として機能するクランク軸第１軸
受部よりも外径が小さい小径部を有さない」ことを実現する構成は、上記歯車装置Ｇ１、
Ｇ２の構成に限定されない。
【００６５】
　例えば、上記図１、図２の歯車装置Ｇ１では、キャリヤ第１段部３６Ａが、キャリヤ第
１軸受部３５Ａとキャリヤ第１大径部３８Ａとの間に設けられている。キャリヤ第１止め
輪３４Ａは、キャリヤ第１大径部３８Ａに設けられたキャリヤ第１溝３３Ａに嵌合してい
る。第１リング部材７３Ａは、第１軸受６６Ａの第１リテーナ６６Ａ２と対向すると共に
該キャリヤ第１止め輪３４Ａとキャリヤ第１段部３６Ａとの間に配置されている。さらに
、第１滑りリング７０Ａは、第１軸受６６Ａの第１リテーナ６６Ａ２と対向すると共にク
ランク軸２０の第１偏心体段部２７Ａと対向している。
【００６６】
　そのため、クランク軸２０は、キャリヤ第１段部３６Ａと、キャリヤ第１止め輪３４Ａ
と、第１リング部材７３Ａと、（第１軸受６６Ａの第１リテーナ６６Ａ２を介した）第１
滑りリング７０Ａと、によっても軸方向第１キャリヤ３０Ａ側（入力歯車５０側）への移
動が規制されている。
【００６７】
　したがって、図１、図２の歯車装置Ｇ１においては、例えば、キャリヤ第２段部３６Ｂ
はなくてもよい。つまり、キャリヤ第２溝３３Ｂおよびキャリヤ第２止め輪３４Ｂが、キ
ャリヤ第２軸受部３５Ｂと同一内径の面に設けられ、第２リング部材７３Ｂが、第２軸受
６６Ｂの第２リテーナ６６Ｂ２およびクランク軸第２段部２６Ｂと対向する構成としても
よい。
【００６８】
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　この場合も、クランク軸２０の軸方向両側への移動規制が可能であり、かつ、クランク
軸第１軸受部２５Ａよりも入力歯車５０側の位置（クランク軸第１軸受部２５Ａと入力歯
車５０との間）は、クランク軸２０の軸方向移動を規制する目的のために、クランク軸第
１軸受部２５Ａよりも外径が小さく形成された部位が存在していない。そのため、その分
、よりクランク軸２０の強度に優れた歯車装置Ｇ１を得ることができる。
【００６９】
　さらには、クランク軸２０の軸方向両側への移動規制を実現するために、図４に示され
るような歯車装置Ｇ３の構成を採用することもできる。
【００７０】
　この歯車装置Ｇ３においては、第１軸受２６６Ａは、専用の第１外輪２６６Ａ３および
第１内輪２６６Ａ４を有している。また、第２軸受２６６Ｂも、専用の第２外輪２６６Ｂ
３および第２内輪２６６Ｂ４を有している。
【００７１】
　専用の第１外輪２６６Ａ３および第１内輪２６６Ａ４を有する第１軸受２６６Ａは、単
体で当該第１外輪２６６Ａ３と第１内輪２６６Ａ４の軸方向の相対移動が規制されている
。専用の第２外輪２６６Ｂ３および第２内輪２６６Ｂ４を有する第２軸受２６６Ｂも、単
体で当該第２外輪２６６Ｂ３と第２内輪２６６Ｂ４の軸方向の相対移動が規制されている
。
【００７２】
　クランク軸２２０の軸方向両側への移動を規制する移動規制手段は、このような第１軸
受２６６Ａおよび第２軸受２６６Ｂを有することを前提とし、クランク軸第２溝２２３Ｂ
に嵌合したクランク軸第２止め輪２２４Ｂと、キャリヤ第２溝２３３Ｂに嵌合したキャリ
ヤ第２止め輪２３４Ｂのほかに、第１キャリヤ２３０Ａに設けられたキャリヤ第１溝２３
３Ａと、該キャリヤ第１溝２３３Ａに嵌合したキャリヤ第１止め輪２３４Ａを有している
。
【００７３】
　そして、クランク軸第２止め輪２２４Ｂが、第２軸受２６６Ｂの第２内輪２６６Ｂ４と
対向し、キャリヤ第２止め輪２３４Ｂが、第２軸受２６６Ｂの第２外輪２６６Ｂ３と対向
し、キャリヤ第１止め輪２３４Ａが、第１軸受２６６Ａの第１外輪２６６Ａ３と対向して
いる。
【００７４】
　なお、この歯車装置Ｇ３では、第１軸受２６６Ａの第１外輪２６６Ａ３は第１偏心軸受
２５６Ａの第１偏心軸受リテーナ２５６Ａ２と対向している。第１軸受２６６Ａの第１内
輪２６６Ａ４は、クランク軸第１軸受部２２５Ａと第１偏心体２５２Ａとの間に設けられ
た第１偏心体段部２２７Ａと対向している。
【００７５】
　第２軸受２６６Ｂの第２外輪２６６Ｂ３は第２偏心軸受２５６Ｂの第２偏心軸受リテー
ナ２５６Ｂ２と対向している。第２軸受２６６Ｂの第２内輪２６６Ｂ４は、クランク軸第
２軸受部２２５Ｂと第２偏心体２５２Ｂとの間に設けられた第２偏心体段部２２７Ｂと対
向している。
【００７６】
　また、第１軸受２６６Ａの第１外輪２６６Ａ３と第２軸受２６６Ｂの第２外輪２６６Ｂ
３は、軸方向中央に中央リング部材２７２を挟んで第１偏心軸受２５６Ａの第１偏心軸受
リテーナ２５６Ａ２と第２偏心軸受２５６Ｂの第２偏心軸受リテーナ２５６Ｂ２を挟持し
ている。
【００７７】
　一方で、この歯車装置Ｇ３は、キャリヤ第１溝２３３Ａとキャリヤ第１止め輪２３４Ａ
は、キャリヤ第１軸受部２３５Ａと同一内径の面に設けられている。キャリヤ第２溝２３
３Ｂとキャリヤ第２止め輪２３４Ｂも、キャリヤ第２軸受部２３５Ｂと同一内径の面に設
けられている。
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【００７８】
　この歯車装置Ｇ３においても、クランク軸第１軸受部２２５Ａよりも入力歯車２５０側
の位置（クランク軸第１軸受部２２５Ａと入力歯車２５０との間）には、クランク軸２２
０の軸方向移動を規制する目的のために、クランク軸第１軸受部２２５Ａよりも外径が小
さく形成された小径部は存在していない。
【００７９】
　また、この歯車装置Ｇ３では、第１キャリヤ２３０Ａにも第２キャリヤ２３０Ｂにも、
キャリヤ第１段部やキャリヤ第２段部は設けられていないため、第１キャリヤ２３０Ａお
よび第２キャリヤ２３０Ｂの製造が容易である。
【００８０】
　特に、第１キャリヤ２３０Ａの第１主軸受２７４Ａの近傍（あるいは第２キャリヤ２３
０Ｂの第２主軸受２７４Ｂの近傍）は、第１主軸受２７４Ａのキャリヤ第１主転走面２３
７Ａ（あるいは第２主軸受２７４Ｂのキャリヤ第２主転走面２３７Ｂ）として機能し得る
ように高い硬度に維持されている。このため、例えば、図１、図２の歯車装置Ｇ１のよう
な構成の場合には、高い硬度が維持された第１主軸受７４Ａあるいは第２主軸受７４Ｂの
近傍に、高い加工精度の要求される（転走面として機能する）キャリヤ第１軸受部３５Ａ
あるいはキャリヤ第２軸受部３５Ｂを形成する必要があり、第１キャリヤ３０Ａおよび第
２キャリヤ３０Ｂの加工に際して手間、時間、およびコストが掛かる。
【００８１】
　しかし、この歯車装置Ｇ３にあっては、キャリヤ第１軸受部２３５Ａおよびキャリヤ第
２軸受部２３５Ｂは、第１ころ２６６Ａ１および第２ころ２６６Ｂ１の転走面を構成して
いないため、第１キャリヤ２３０Ａおよび第２キャリヤ２３０Ｂの加工の手間、時間、お
よびコストを低減できる。
【００８２】
　また、この歯車装置Ｇ３では、第１軸受２６６Ａの第１外輪２６６Ａ３が第１偏心軸受
２５６Ａの第１偏心軸受リテーナ２５６Ａ２と対向しており、第２軸受２６６Ｂの第２外
輪２６６Ｂ３が、第２偏心軸受２５６Ｂの第２偏心軸受リテーナ２５６Ｂ２と対向してい
る（第１軸受２６６Ａの第１内輪２６６Ａ４や第２軸受２６６Ｂの第２内輪２６６Ｂ４が
第１偏心軸受リテーナ２５６Ａ２や第２偏心軸受リテーナ２５６Ｂ２に対向する構成であ
ってもよい）。
【００８３】
　これにより、クランク軸２２０の軸方向両側への移動をより確実に規制することができ
る。その他の構成および作用については、先の歯車装置Ｇ１と同様であるため、図４にお
いて図２と対応する主な部位に下２桁が同一の符号を付すに止め、重複説明を省略する。
【００８４】
　なお、上記実施形態においては、第１外歯歯車および第２外歯歯車を揺動させるクラン
ク軸を内歯歯車の軸心からオフセットした位置に複数有する振り分けタイプの偏心揺動型
の歯車装置が採用されていた。しかしながら、偏心揺動型の歯車装置には、このほかに、
内歯歯車の軸心上にクランク軸を１本のみ備え、キャリヤ側から突出させた柱状部を介し
て外歯歯車と内歯歯車の相対回転を取り出す、センタクランクタイプと称されるタイプの
歯車装置も知られている。
【００８５】
　また、上記実施形態においては、第１外歯歯車および第２外歯歯車が、（固定状態にあ
る）内歯歯車に対して揺動する、外歯揺動型の偏心揺動型の歯車装置が示されていた。し
かし、偏心揺動型の歯車装置の中には、クランク軸によって内歯歯車が外歯歯車に対して
揺動する内歯揺動型の偏心揺動型の歯車装置も知られている。
【００８６】
　本発明は、揺動歯車を揺動させるクランク軸の第１キャリヤ側の端部に、該クランク軸
に動力を伝達する入力歯車が設けられた偏心揺動型の歯車装置ならば、いずれのタイプの
偏心揺動型の歯車装置においても適用することができ、同様の作用効果を得ることができ
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【符号の説明】
【００８７】
　Ｇ１…歯車装置
　１２Ａ…第１外歯歯車（揺動歯車）
　１２Ｂ…第２外歯歯車（揺動歯車）
　２０…クランク軸
　３０Ａ…第１キャリヤ
　３０Ｂ…第２キャリヤ
　６６Ａ…第１軸受
　６６Ｂ…第２軸受
　５０…入力歯車
　２３Ｂ…クランク軸第２溝
　２４Ｂ…クランク軸第２止め輪
　３３Ｂ…キャリヤ第２溝
　３４Ｂ…キャリヤ第２止め輪
　２５Ａ…クランク軸第１軸受部
　２５Ｂ…クランク軸第２軸受部

【図１】 【図２】
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